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図１７ ワクチン産業と医薬品産業との研究開発費の日米比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 流通構造 

(1) 全国的な流通のネットワークにおける課題 

平成 14 年の医薬品産業ビジョンにおいて「毛細血管型」とも言われた医薬

品の流通機能は、効率性を向上させるために、高度化する必要があると指摘

されている。特に、大規模な災害やテロが生じた際の医薬品の備蓄や配送は、

近年、流通部門の重要な機能として位置づけられるようになってきており、

必要に応じて柔軟に対応できる体制の構築が求められている。ワクチンの流

通については、ワクチンの種類によって流通事情が異なっている。予防接種

法に基づくワクチンは、安定した需要に対応して供給が行われているため、

現在の流通システムにおいて大きな支障は発生していないとの評価である。

しかしながら、インフルエンザワクチンの流通においてみられるように、卸

売販売業者の所有する流動在庫が少なくなり、かつ、地域的に在庫が偏在し

た場合には、全国的に調整する機能が効率的に機能しにくい状況がある。 

(2) ワクチンの生産と需給 

ワクチンは一般の医薬品と異なり、製造のリードタイムが長く、需要の変

動の動向に合わせて短期間でリアルタイムに生産調整を行い、需給を安定化

させることが困難な性格を有している。ワクチンの需給安定化のためには、

感染症疫学の専門的知見も踏まえて、需要予測の精度を向上させる必要があ

る。さらに、インフルエンザワクチンの場合、需給を安定化するために地域

的な過不足によるワクチンの偏在を、最終的には国とワクチン販売業者との

協力により調整できるよう、調整用在庫のための必要量を余分に生産・確保

することが一定の効果を有すると経験上確認されており、こうした調整努力

を継続して行っていけるようなシステムづくりも課題である。 
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